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　こ
の
度
、
長
野
県
知
事
よ
り
「
申
請

の
あ
り
ま
し
た
篠
ノ
井
総
合
病
院
を
地

域
医
療
支
援
病
院
と
称
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
医
療
法
第
4
条
第
1
項
の
規
定

に
よ
り
承
認
し
ま
す
」
と
い
う
通
知
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　地
域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
現
在
国

が
目
指
し
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
中
核
に
な
る
病
院
の
こ
と
で

す
。
分
か
り
易
く
言
う
と
そ
の
地
域
を

一
つ
の
病
院
と
み
な
し
、
外
来
は
開
業

医
、
手
術
や
、
重
傷
で
入
院
が
必
要
な

人
は
急
性
期
病
院
（
地
域
医
療
支
援
病

院
）、
急
性
期
を
脱
し
た
人
は
慢
性
期

や
リ
ハ
ビ
リ
病
院
、
老
健
施
設
や
特
養
、

在
宅
医
療
ま
で
一
つ
の
地
域
で
医
療
を

完
結
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
在
宅
医
療

を
推
進
す
る
中
心
に
地
域
包
括
医
療
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
開

き
患
者
さ
ん
ご
と
に
、
そ
の
人
に
合
っ

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
決
め
ま
す
。
地
域
ケ

ア
会
議
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
民

生
委
員
、介
護
事
業
者
、医
師
、看
護
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

理
学
療
法
士
等
が
一
堂
に
会
し
、
情
報

を
共
有
し
対
応
を
考
え
る
会
議
で
す
。

会
議
の
長
は
医
師
会
長
、
事
務
局
は

行
政
が
行
う
予
定
の
様
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
実
行
さ
れ
る
と
地
域
医

療
支
援
病
院
の
役
割
は
大
変
重
要
に

な
り
ま
す
。

　今
回
、
長
野
県
で
10
番
目
の
地
域

医
療
支
援
病
院
に
承
認
さ
れ
た
こ
と

は
、
長
野
県
か
ら
篠
ノ
井
総
合
病
院

が
長
野
市
南
部
の
中
核
病
院
で
あ
る

と
い
う
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
な
り
、
と
て
も
重
大
な
事
で
あ

る
と
と
も
に
重
い
責
任
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て

の
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
す
と
と
も

に
、
こ
れ
を
ば
ね
に
今
年
度
中
に
救

急
医
療
の
核
と
な
る
地
域
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　地
道
な
努
力
を
10
年
以
上
続
け
職

員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
医
療
支
援
病

院
に
な
れ
た
こ
と
は
当
院
の
誇
り
で

あ
り
、
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
そ
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
良
い
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域医療支援病院

ご
あ
い
さ
つ

院
長

　木
村

　薫

地域医療支援病院の承認要件（主なもの）
1. 紹介患者に対して医療を提供する体制が整備されていること（次のいずれかであること）
     ・ 紹介率 80％以上
     ・ 紹介率 65％以上、かつ逆紹介率 40％以上
     ・ 紹介率 50％以上、かつ逆紹介率 70％以上
2. 病院の建物、設備、機器等を地域の医師等が利用できる体制が整備されていること
3. 救急医療を提供する能力を有すること（24 時間体制）
4. 地域の医療従事者の資質向上のための研修を実施すること
5. 200 床以上の病床を有すること

地域医療支援病院の役割
●紹介患者様に対する医療の提供（かかりつけ医等への逆紹介を含む）

●医療機器の共同利用の実施

●救急医療の提供

●地域医療従事者に対する研修の実施

患者様の逆紹介

患者様の紹介かかりつけ医

地域の医療機関

篠ノ井総合病院

地域医療支援病院

患者様

地域医療支援病院とは
　地域医療支援病院制度は、医療施設機能の体系化の一環として、患者に身近な地域で医

療が提供されることが望ましいという観点から、紹介患者様に対する医療提供、医療機器

等の共同使用の実施等を通じて、第一線の地域医療を担うかかりつけ医、かかりつけ歯科

医等を支援する能力を備え、地域医療の確保を図る病院として相応しい構造設備等を有す

るものについて、地域医療支援病院の名称を県知事が承認するものです。

かかりつけ医などから、検査や入院、手術の必要な紹介患者を積極的に受け入れ、病状が
安定した患者はかかりつけ医などで引き続き治療を受けていただくようにすること。

地域の医療従事者の方々に当院の施設や設備を利用していただくようにすること。

入院や手術の必要な救急患者を積極的に受け入れること。

地域の医療従事者の方々の向上につながるような研修会などを行っていくこと。

特集 1

地域医療支援病院のイメージ

当院は２０１５年６月１６日、長野県知事より
「地域医療支援病院」の承認を受けました。

お願い：初診の際はできるだけ他医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をお持ちください。
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特集２

　救
急
科
と
は

　
　

　
救
急
科
は
そ
の
名
の
通
り
に
〝
救

急
対
応
〞
を
行
う
た
め
の
医
療
部
門

で
す
。
緊
急
受
診
し
た
患
者
さ
ん
の

応
対
を
主
に
行
い
ま
す
が
、
外
来
や

病
棟
な
ど
で
の
急
な
変
化
（
急
変
）

へ
の
対
応
や
、
重
い
病
態
の
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
（
集
中
治
療
管
理
）
も

行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人
ま

で
、
病
気
で
も
怪
我
で
も
、「
専
門

で
な
い
か
ら
」
と
の
言
い
訳
を
し
な

い
医
療
を
提
供
す
る
部
門
で
す
。

　当
院
救
急
科
の
歴
史

　
当
院
救
急
科
は
、
平
成
13
年
の
救

急
科
お
よ
び
救
急
病
棟
の
設
置
に
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
救
急
医
療

は
、
各
科
の
持
ち
回
り
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
救
急
業
務
は
医
師
の
責

務
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
通
常
の
日
常
業
務
を
行
っ
た

上
で
の
救
急
対
応
に
は
負
担
が
大
き

く
、
問
題
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、〝
救
急

医
療
〞
に
責
任
を
持
つ
部
門
と
し
て

〝
救
急
科
〞
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
救
急
搬
送
の
増
加
も

あ
り
、
年
間
で
延
50
日
、
合
計
で
５

０
０
時
間
を
超
え
る
救
急
車
受
け
入

れ
不
能
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
実
態
は

む
し
ろ
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
平
成

24
年
1
月
に
救
急
科
専
従
医
が
着
任

し
、
救
急
患
者
へ
の
対
応
の
強
化
の

上
に
、
設
計
が
進
ん
で
い
る
新
棟
の

整
備
も
使
命
と
さ
れ
ま
し
た
。

　実
績

　
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
年
間
の
救

急
車
受
け
入
れ
数
・
救
急
時
間
外
患

者
数
と
も
に
増
加
し
、
平
成
26
年
で

は 

4
0
0
0
台
を
超
え
る
救
急
車

受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
長
野
県
内
５
本
の
指
に
入
る
受

け
入
れ
実
績
で
す
。
こ
の
う
ち
、

6
0
0
〜
7
0
0
名
は
、
蘇
生
や
緊

急
治
療
を
必
要
と
さ
れ
る
重
症
救
急

疾
患
で
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
遅

延
す
る
こ
と
な
く
高
度
救
急
対
応
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
肺
停
止
の
患

者
さ
ん
で
も
歩
い
て
帰
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
成
績
は

高
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
不
能
時
間
、
受
け
入
れ
不

能
患
者
数
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
が
、
職
員
全
体
の
〝
急
性
期
医

療
は
篠
ノ
井
の
使
命
〞
と
の
意
識
の

高
ま
り
も
あ
り
、
平
成
24
年
以
降
は

劇
的
な
改
善
が
み
ら
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

かけがえのない命を救うために

救急科統括部長
救命センター長
集中治療科統括部長

関口　幸男
（図1）（図 2）
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救
急
科
は
そ
の
名
の
通
り
に
〝
救

急
対
応
〞
を
行
う
た
め
の
医
療
部
門

で
す
。
緊
急
受
診
し
た
患
者
さ
ん
の

応
対
を
主
に
行
い
ま
す
が
、
外
来
や

病
棟
な
ど
で
の
急
な
変
化
（
急
変
）

へ
の
対
応
や
、
重
い
病
態
の
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
（
集
中
治
療
管
理
）
も

行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人
ま

で
、
病
気
で
も
怪
我
で
も
、「
専
門

で
な
い
か
ら
」
と
の
言
い
訳
を
し
な

い
医
療
を
提
供
す
る
部
門
で
す
。

　当
院
救
急
科
の
歴
史

　
当
院
救
急
科
は
、
平
成
13
年
の
救

急
科
お
よ
び
救
急
病
棟
の
設
置
に
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
救
急
医
療

は
、
各
科
の
持
ち
回
り
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
救
急
業
務
は
医
師
の
責

務
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
通
常
の
日
常
業
務
を
行
っ
た

上
で
の
救
急
対
応
に
は
負
担
が
大
き

く
、
問
題
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、〝
救
急

医
療
〞
に
責
任
を
持
つ
部
門
と
し
て

〝
救
急
科
〞
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
救
急
搬
送
の
増
加
も

あ
り
、
年
間
で
延
50
日
、
合
計
で
５

０
０
時
間
を
超
え
る
救
急
車
受
け
入

れ
不
能
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
実
態
は

む
し
ろ
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
平
成

24
年
1
月
に
救
急
科
専
従
医
が
着
任

し
、
救
急
患
者
へ
の
対
応
の
強
化
の

上
に
、
設
計
が
進
ん
で
い
る
新
棟
の

整
備
も
使
命
と
さ
れ
ま
し
た
。

　実
績

　
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
年
間
の
救

急
車
受
け
入
れ
数
・
救
急
時
間
外
患

者
数
と
も
に
増
加
し
、
平
成
26
年
で

は 

4
0
0
0
台
を
超
え
る
救
急
車

受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
長
野
県
内
５
本
の
指
に
入
る
受

け
入
れ
実
績
で
す
。
こ
の
う
ち
、

6
0
0
〜
7
0
0
名
は
、
蘇
生
や
緊

急
治
療
を
必
要
と
さ
れ
る
重
症
救
急

疾
患
で
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
遅

延
す
る
こ
と
な
く
高
度
救
急
対
応
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
肺
停
止
の
患

者
さ
ん
で
も
歩
い
て
帰
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
成
績
は

高
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
不
能
時
間
、
受
け
入
れ
不

能
患
者
数
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
が
、
職
員
全
体
の
〝
急
性
期
医

療
は
篠
ノ
井
の
使
命
〞
と
の
意
識
の

高
ま
り
も
あ
り
、
平
成
24
年
以
降
は

劇
的
な
改
善
が
み
ら
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

かけがえのない命を救うために

救急科統括部長
救命センター長
集中治療科統括部長

関口　幸男
（図1）（図 2）
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　新
病
棟

〝
急
性
期
医
療
〞
に
重
き
を
置
く
当

院
の
中
枢
と
し
て
、
新
病
棟
は
設
計

施
工
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
制

約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様

に
救
急
医
療
と
高
度
医
療
を
提
供
で

き
る
施
設
と
な
り
、
救
命
セ
ン
タ
ー

と
時
間
外
診
療
部
門
も
全
国
に
誇
れ

る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
を
支
え
る

当
院
の
設
備

　救
命
セ
ン
タ
ー

　
病
院
１
階
東
北
の
大
き
な
部
分
を

救
命
セ
ン
タ
ー
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
ロ
ー
タ
リ
ー
は
４
〜
５
台

の
救
急
車
が
〝
同
時
〞
に
停
車
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
に

面
し
た
救
急
車
専
用
口
は
間
口
が
大

き
く
、
汚
染
へ
の
対
応
が
可
能
な
〝

除
染
〞
エ
リ
ア
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
救
命
救
急
室
（Em

ergency 
Room

 :ER

）
は
、
並
ん
で
２
室
あ

り
ま
す
。
隣
り
合
う
こ
と
で
動
線
を

確
保
し
な
が
ら
、
扉
で
隔
離
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。〝
感
染
症
〞
の
患

者
さ
ん
も
多
数
運
ば
れ
て
き
ま
す

が
、
相
互
の
感
染
を
心
配
す
る
こ
と

な
く
、
救
急
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
細
心
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
々
の
E
R
は
手
術
に

も
対
応
す
る
設
備
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。

　
E
R
の
横
に
は
手
術
室
に
直
結
す

る
特
別
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、

１
秒
が
問
題
に
な
る
手
術
対
応
も
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
先
の
出
口
を
で

る
と
、
C
T
／
M
R
I
が
目
の
前
に

あ
り
ま
す
。
今
日
の
高
度
医
療
の
成

績
向
上
に
は
、
画
像
診
断
・
画
像
情

報
が
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
ま

す
。
僅
か
な
移
動
で
、
画
像
検
査
が

短
時
間
か
つ
安
全
に
行
え
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
E
R
で
の
診
断
・
治
療
ば
か
り
が

救
急
医
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
点
滴

治
療
や
経
過
観
察
は
大
変
重
要
な
医

療
項
目
で
あ
り
、
こ
の
為
の
観
察
用

の
ベ
ッ
ド
３
床
が
E
R
と
は
別
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
病
棟
の
救
急

室
で
は
、
受
入
ベ
ッ
ド
で
観
察
を
せ

ざ
る
を
得
ず
、
救
急
患
者
さ
ん
が
集

中
し
た
場
合
に
は
〝
ベ
ッ
ド
が
も
う

無
い
！
〞
状
況
と
な
り
、
救
急
車
ス

ト
ッ
プ
と
な
る
こ
と
が
長
時
間
あ
り

ま
し
た
。
観
察
ベ
ッ
ド
の
設
置
は
、

受
入
改
善
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　
E
R
エ
リ
ア
の
奥
に
は
、
救
急
専

用
病
棟
10
床
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
夕
方
に
は
空
き
ベ
ッ
ド
を
５
床

以
上
と
し
て
緊
急
入
院
に
応
対
し
て

い
ま
す
。
各
々
の
ベ
ッ
ド
は
壁
で
区

切
ら
れ
、
感
染
症
対
応
可
能
な
陰
陽

圧
切
り
替
え
の
２
室
を
含
め
た
４
個

室
を
備
え
る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
ち
、
感
染
か
ら
外
傷
、
重
症
患

者
対
応
ま
で
可
能
な
病
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
窓
は
大
き
く
、
隣
の
篠
ノ

井
中
央
公
園
の
草
木
を
借
景
し
て
、

ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
な
〝
入
院
〞
を
和

ら
げ
る
よ
う
に
精
神
面
に
も
配
慮
を

行
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

は
、
観
察
ベ
ッ
ド
や
E
R
の
様
子
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
の
壁
と

な
っ
て
お
り
、
緊
急
事
態
に
気
づ
き

応
援
に
回
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

        

急
病
セ
ン
タ
ー

　
救
命
セ
ン
タ
ー
の
入
口
の
外
に

は
、
時
間
外
診
察
エ
リ
ア
（
篠
ノ
井

総
合
病
院
・
医
師
会
急
病
セ
ン
タ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
改
築
の
途
中

に
あ
り
ま
す
の
で
使
用
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
年
後
に
は
夜
間
出
入
口

が
完
成
し
、
直
ぐ
に
時
間
外
診
察
エ

リ
ア
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
外
診
察
室
は
感
染
隔
離
室

１
室
、
軽
処
置
室
１
室
、
通
常
診
察

室
２
室
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
点
滴

ベ
ッ
ド
５
床
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
隣
接
す
る
中
央
点

滴
室
10
ベ
ッ
ド
も
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、待
合
時
間
を
減
ら
し
な
が
ら
、

多
数
の
時
間
外
患
者
さ
ん
に
同
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
施
設
が
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
時
間
外
診

察
室
や
外
来
で
の
〝
急
変
〞
や
〝
重

症
対
応
〞
で
は
、
隣
接
す
る
E
R
と

連
携
し
て
対
応
が
行
わ
れ
ま
す
。
重

症
度
に
応
じ
た
治
療
を
行
え
る
の
が

当
院
の
新
病
棟
で
す
の
で
、
ど
ん
な

疾
患
で
も
、
ど
の
よ
う
な
重
症
度
で

も
、心
配
な
く
受
診
し
て
頂
け
ま
す
。

　ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
病
院
屋
上
に
は
長
野
県
所
属
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
現
在
の
救
急
医
療
は
〝
空

を
飛
ぶ
〞
領
域
に
拡
が
っ
て
い
ま
す

が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、

消
防
防
災
ヘ
リ
〝
ア
ル
プ
ス
〞
、
県

警
ヘ
リ
の
〝
や
ま
び
こ
１
号
〞
や
大

型
な
〝
や
ま
び
こ
２
号
〞
も
離
着
陸

可
能
で
す
。現
代
の
高
度
医
療
に
は
、

特
殊
施
設
で
あ
る
信
州
大
学
や
県
外

機
関
と
の
広
域
な
連
携
が
不
可
欠
で

す
が
、
航
空
搬
送
に
よ
り
転
院
も
迅

速
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
は
、
飛
行
に
よ
る
短
時
間
で

安
全
な
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
提
供

す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

高
度
な
医
療
を
24
時
間
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

最
先
端
の
医
療
機
器
お
よ
び
治
療
室
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

特集 2　当院の救急科

２室並んだ ER

複数台駐車可能な救急車専用ロータリー手術にも対応可能な ER

ER から手術室へ直結するエレベーターすぐ横には CT/MRI 室観察用ベッド３台を設置

窓を大きく取った開放感のある病室緊急入院に対応可能な病棟　
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ち
、
感
染
か
ら
外
傷
、
重
症
患

者
対
応
ま
で
可
能
な
病
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
窓
は
大
き
く
、
隣
の
篠
ノ

井
中
央
公
園
の
草
木
を
借
景
し
て
、

ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
な
〝
入
院
〞
を
和

ら
げ
る
よ
う
に
精
神
面
に
も
配
慮
を

行
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

は
、
観
察
ベ
ッ
ド
や
E
R
の
様
子
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
の
壁
と

な
っ
て
お
り
、
緊
急
事
態
に
気
づ
き

応
援
に
回
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

        

急
病
セ
ン
タ
ー

　
救
命
セ
ン
タ
ー
の
入
口
の
外
に

は
、
時
間
外
診
察
エ
リ
ア
（
篠
ノ
井

総
合
病
院
・
医
師
会
急
病
セ
ン
タ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
改
築
の
途
中

に
あ
り
ま
す
の
で
使
用
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
年
後
に
は
夜
間
出
入
口

が
完
成
し
、
直
ぐ
に
時
間
外
診
察
エ

リ
ア
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
外
診
察
室
は
感
染
隔
離
室

１
室
、
軽
処
置
室
１
室
、
通
常
診
察

室
２
室
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
点
滴

ベ
ッ
ド
５
床
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
隣
接
す
る
中
央
点

滴
室
10
ベ
ッ
ド
も
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、待
合
時
間
を
減
ら
し
な
が
ら
、

多
数
の
時
間
外
患
者
さ
ん
に
同
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
施
設
が
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
時
間
外
診

察
室
や
外
来
で
の
〝
急
変
〞
や
〝
重

症
対
応
〞
で
は
、
隣
接
す
る
E
R
と

連
携
し
て
対
応
が
行
わ
れ
ま
す
。
重

症
度
に
応
じ
た
治
療
を
行
え
る
の
が

当
院
の
新
病
棟
で
す
の
で
、
ど
ん
な

疾
患
で
も
、
ど
の
よ
う
な
重
症
度
で

も
、心
配
な
く
受
診
し
て
頂
け
ま
す
。

　ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
病
院
屋
上
に
は
長
野
県
所
属
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
現
在
の
救
急
医
療
は
〝
空

を
飛
ぶ
〞
領
域
に
拡
が
っ
て
い
ま
す

が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、

消
防
防
災
ヘ
リ
〝
ア
ル
プ
ス
〞
、
県

警
ヘ
リ
の
〝
や
ま
び
こ
１
号
〞
や
大

型
な
〝
や
ま
び
こ
２
号
〞
も
離
着
陸

可
能
で
す
。現
代
の
高
度
医
療
に
は
、

特
殊
施
設
で
あ
る
信
州
大
学
や
県
外

機
関
と
の
広
域
な
連
携
が
不
可
欠
で

す
が
、
航
空
搬
送
に
よ
り
転
院
も
迅

速
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
は
、
飛
行
に
よ
る
短
時
間
で

安
全
な
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
提
供

す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

高
度
な
医
療
を
24
時
間
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

最
先
端
の
医
療
機
器
お
よ
び
治
療
室
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

特集 2　当院の救急科

２室並んだ ER

複数台駐車可能な救急車専用ロータリー手術にも対応可能な ER

ER から手術室へ直結するエレベーターすぐ横には CT/MRI 室観察用ベッド３台を設置

窓を大きく取った開放感のある病室緊急入院に対応可能な病棟　
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が
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者
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も
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を
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の
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あ
り
ま
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横
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は
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直
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が
あ
り
、
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秒
が
問
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に
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る
手
術
対
応
も
可

能
に
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て
い
ま
す
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エ
レ
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ー
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ー
の
先
の
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を
で

る
と
、
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／
M
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が
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す
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の
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の
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に
は
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ベ
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な
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な
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。
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５
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〝
や
ま
び
こ
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号
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着
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可
能
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す
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代
の
高
度
医
療
に
は
、

特
殊
施
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で
あ
る
信
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大
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や
県
外

機
関
と
の
広
域
な
連
携
が
不
可
欠
で

す
が
、
航
空
搬
送
に
よ
り
転
院
も
迅

速
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
は
、
飛
行
に
よ
る
短
時
間
で

安
全
な
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
提
供

す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

　
救
急
科
専
従
医
は
現
在
３
名
お
り
、
研
修

医
や
信
州
大
学
か
ら
の
応
援
も
得
て
、
土
日

祝
日
で
も
救
急
科
専
従
医
が
対
応
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
間
は
病
院
勤
務
医
で

３
名
の
当
直
体
制
が
敷
か
れ
、
平
日
の
医
師

会
の
先
生
の
応
援
も
あ
り
最
大
４
名
で
の
診

療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
看
護
師
は
、
救
命

セ
ン
タ
ー
に
４
名
以
上
、
急
病
セ
ン
タ
ー
に

３
名
が
常
時
勤
務
し
て
お
り
、
隙
間
の
な
い

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
、検
査
室
、

事
務
な
ど
の
当
直
も
複
数
お
り
、
皆
様
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
て
い
ま
す
。

施
設
も
大
切
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
あ
っ
て
の

「
医
療
」
で
す
。
皆
様
に
よ
り
よ
い
「
医
療
」

を
お
届
け
出
来
る
よ
う
、
施
設
面
も
ス
タ
ッ

フ
も
日
々
の
研
鑽
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

救
急
医
療
を
支
え
る

当
院
ス
タ
ッ
フ

特集 2　当院の救急科

篠
ノ
井
総
合
病
院
・
医
師
会

救命センタースタッフ 上空から見た当院。屋上にはヘリポートが見える

急病センター内にもベッドを完備 夜間休日の受付窓口

救急患者の治療風景
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切
り
替
え
の
２
室
を
含
め
た
４
個

室
を
備
え
る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
ち
、
感
染
か
ら
外
傷
、
重
症
患

者
対
応
ま
で
可
能
な
病
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
窓
は
大
き
く
、
隣
の
篠
ノ

井
中
央
公
園
の
草
木
を
借
景
し
て
、

ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
な
〝
入
院
〞
を
和

ら
げ
る
よ
う
に
精
神
面
に
も
配
慮
を

行
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

は
、
観
察
ベ
ッ
ド
や
E
R
の
様
子
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
の
壁
と

な
っ
て
お
り
、
緊
急
事
態
に
気
づ
き

応
援
に
回
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

        

急
病
セ
ン
タ
ー

　
救
命
セ
ン
タ
ー
の
入
口
の
外
に

は
、
時
間
外
診
察
エ
リ
ア
（
篠
ノ
井

総
合
病
院
・
医
師
会
急
病
セ
ン
タ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
改
築
の
途
中

に
あ
り
ま
す
の
で
使
用
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
年
後
に
は
夜
間
出
入
口

が
完
成
し
、
直
ぐ
に
時
間
外
診
察
エ

リ
ア
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
外
診
察
室
は
感
染
隔
離
室

１
室
、
軽
処
置
室
１
室
、
通
常
診
察

室
２
室
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
点
滴

ベ
ッ
ド
５
床
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
隣
接
す
る
中
央
点

滴
室
10
ベ
ッ
ド
も
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、待
合
時
間
を
減
ら
し
な
が
ら
、

多
数
の
時
間
外
患
者
さ
ん
に
同
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
施
設
が
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
時
間
外
診

察
室
や
外
来
で
の
〝
急
変
〞
や
〝
重

症
対
応
〞
で
は
、
隣
接
す
る
E
R
と

連
携
し
て
対
応
が
行
わ
れ
ま
す
。
重

症
度
に
応
じ
た
治
療
を
行
え
る
の
が

当
院
の
新
病
棟
で
す
の
で
、
ど
ん
な

疾
患
で
も
、
ど
の
よ
う
な
重
症
度
で

も
、心
配
な
く
受
診
し
て
頂
け
ま
す
。

　ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
病
院
屋
上
に
は
長
野
県
所
属
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
現
在
の
救
急
医
療
は
〝
空

を
飛
ぶ
〞
領
域
に
拡
が
っ
て
い
ま
す

が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、

消
防
防
災
ヘ
リ
〝
ア
ル
プ
ス
〞
、
県

警
ヘ
リ
の
〝
や
ま
び
こ
１
号
〞
や
大

型
な
〝
や
ま
び
こ
２
号
〞
も
離
着
陸

可
能
で
す
。現
代
の
高
度
医
療
に
は
、

特
殊
施
設
で
あ
る
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州
大
学
や
県
外
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と
の
広
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連
携
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可
欠
で

す
が
、
航
空
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送
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転
院
も
迅

速
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と
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出
来
ま
す
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
は
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飛
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よ
る
短
時
間
で

安
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な
医
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を
地
域
の
皆
様
に
提
供

す
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た
め
の
設
備
で
す
。
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専
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得
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４
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。
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。
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療
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よ
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療
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院
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特集 2　当院の救急科

篠
ノ
井
総
合
病
院
・
医
師
会

救命センタースタッフ 上空から見た当院。屋上にはヘリポートが見える

急病センター内にもベッドを完備 夜間休日の受付窓口

救急患者の治療風景
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
消
化
器
内
科
の
三
枝
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
１
月
に
ウ
ユ
ニ
塩
湖
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ウ
ユ
ニ
塩
湖
は
南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
広
大
な
塩
の
固
ま

り
で
す
。
標
高
約
３
，
７
０
０
m
に
あ
り
、
ア
ン
デ
ス
山

脈
が
隆
起
し
た
際
に
、
残
さ
れ
た
海
水
が
干
上
が
っ
て
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
面
積
は
約
１
０
，
５
８
２
km²
で
、
わ
ず

か
な
高
低
差
し
か
な
く
、
雨
季
に
冠
水
す
る
と
そ
の
水
が

薄
く
広
が
り
、「
天
空
の
鏡
」
と
形
容
さ
れ
る
巨
大
な
鏡

が
出
現
し
ま
す
。Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
や
死
ぬ
ま
で
に
訪
れ
た
い
世

界
の
絶
景
の
一
つ
と
し
て
皆
さ
ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ウ
ユ
ニ
塩

湖
に
行
く
に

は
、
ま
ず
ボ

リ
ビ
ア
の
首

都
ラ
パ
ス
を

目
指
し
ま
す
。

ラ
パ
ス
ま
で

は
直
行
便
が

な
い
の
で
、

必
然
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
が
必

要
に
な
り
ま

す
。
僕
は
乗

り
継
ぎ
時
間

を
含
め
た
飛

行
総
時
間
と
金
額
か

ら
成
田
↓
ダ
ラ
ス
↓

マ
イ
ア
ミ
↓
ラ
パ
ス

と
い
う
ル
ー
ト
を
選

択
し
ま
し
た
。
飛
行

総
時
間
は
約
33
時
間

で
す
。
ダ
ラ
ス
で
の

乗
り
継
ぎ
時
間
は
な

ん
と
10
時
間
！
だ
ら
だ
ら
過
ご
す
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ラ
パ
ス
か
ら
ウ
ユ
ニ
塩
湖
近
傍
の
町
、
ウ
ユ
ニ
に
は
空
路
で
入

り
ま
す
。
ウ
ユ
ニ
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
予
定
時
刻
ま
で
や
る
こ
と
も

な
い
の
で
、
ラ
パ
ス
市
街
へ
観
光
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
あ
ま
り
は
し
ゃ
ぐ
と
高
山
病
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
お
酒
も
控
え
目
に
。
僕
も
ウ
ユ
ニ
最
終
日
ま
で

ず
っ
と
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
し
た
。
夜
に
な
り
よ
う
や
く
ウ
ユ
ニ

へ
到
着
し
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
が
出
な
く
て
。

ま
あ
、
ベ
ッ
ド
で
眠
れ
る
だ
け
ま
し
で
す
。

　
翌
朝
タ
ク
シ
ー
で
駅
前
ま
で
出
て
、
現
地
の
ツ
ア
ー
会
社
を
訪

ね
る
と
、
そ
こ
は
日
本
人
だ
ら
け
で
す
。
初
日
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ツ

ア
ー
、
翌
日
は
１
デ
イ
ツ
ア
ー
、
ツ
ア
ー
の
終
わ
り
に
塩
の
ホ
テ

ル
で
お
ろ
し
て
も
ら
っ
て
、
３
日
目
の
朝
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ

ア
ー
っ
て
い
う
、
ウ
ユ
ニ
塩
湖
満
喫
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
３
日
目
の
午
後
に
は
も
う
ウ
ユ
ニ
か
ら
ラ
パ
ス
に

戻
り
ま
す
。

　
で
、
肝
心
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
の
お
話
で
す
が
、
紙
面
が
つ
き
た
の

で
割
愛
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
遠
い
で
す
が
、
是
非
ご
自
身
の
眼
で

ウ
ユ
ニ
塩
湖
の
絶
景
を
確
か
め
て
き
て
く
だ
さ
い
！

医療人のコラ
ム

ウユニ塩湖へ行ってきました！　
東京

ダラス

ラパス

マイアミ

Docter Heli

　 
見
渡
す
力

　
病
め
る
時
に
は
、
自
分
の
こ
と
、

目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
精
一

杯
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
地

域
の
医
療
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地

域
全
体
、
病
院
全
体
、
目
の
前
の
患

者
さ
ん
の
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
篠
ノ
井
総
合
病
院
は
、
病

院
内
も
、
地
域
も
、
長
野
県
や
日
本

全
体
も
見
渡
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

の
背
景
を
含
め
た
全
て
を
知
り
、
最

善
の
医
療
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
（
図
３
）。

救命センター

厚生連篠ノ井総合病院・医師会急病センター

特集 2　当院の救急科

図 3：地域と全県を結べる病院へ

信州大学

　平成２０年４月１日より、更級医師会・千曲医師会と協力し「厚生連篠
ノ井総合病院・医師会急病センター」を開設しております。当センターで
は夜間・休日に、内科・小児科系の急病患者に対し初期救急診療を行います。

２４時間体制で救急車やドクターヘリで来院された方の受け入れをおこ
なっています。

下記時間帯は、更級・千曲医師会の医師が診療を担当しています
平日 19：00 ～ 23：00

受診の際は事前に電話にてご連絡ください。
　 ０２６－２９３－９９１４

０２６－２９２－２２６１

当院の救急体制

（平日 19：00 ～ 23：00）
（上記以外の時間帯）

※「平日は仕事で病院にかかれないから」といった安易な受診、夜間
　時間外診療所としての利用はご遠慮ください。
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特集 2　当院の救急科

図 3：地域と全県を結べる病院へ

信州大学

　平成２０年４月１日より、更級医師会・千曲医師会と協力し「厚生連篠
ノ井総合病院・医師会急病センター」を開設しております。当センターで
は夜間・休日に、内科・小児科系の急病患者に対し初期救急診療を行います。

２４時間体制で救急車やドクターヘリで来院された方の受け入れをおこ
なっています。

下記時間帯は、更級・千曲医師会の医師が診療を担当しています
平日 19：00 ～ 23：00

受診の際は事前に電話にてご連絡ください。
　 ０２６－２９３－９９１４

０２６－２９２－２２６１

当院の救急体制

（平日 19：00 ～ 23：00）
（上記以外の時間帯）

※「平日は仕事で病院にかかれないから」といった安易な受診、夜間
　時間外診療所としての利用はご遠慮ください。
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　事務長

岡村 和夫

「病院だより」第 110 号より、篠ノ井総合病院再構築計画についてシリーズ
でお知らせしています。第 13 回目は、平成 27 年８月現在の進捗状況及び
今後のスケジュールについて報告します。
　平成 27 年５月連休に本館棟へ引っ越しを行い、新棟での診療がスタート
して４カ月が経過しました。職員も患者様も新しい施設にすっかり慣れ、
日々地域医療に取り組んでいます。篠ノ井総合病院新病院整備第Ⅰ期工事

（再構築計画第Ⅰ期工事）は今後も続き、平成 29 年 10 月の竣工を目指して
工事を進めています。この間、病院をご利用される皆様にはご不便をお掛
けいたしますが、ご理解とご協力をお願い致します。

　
　工
事
の
進
捗
状
況
（
９
月
）

　
　  

　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
棟
解
体
現
場
で
す
。
こ
の
場
所
に

西
棟
と
中
央
棟
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
Ｂ（
西
渡
り
廊
下
）

が
建
築
さ
れ
ま
す
。（
上
の
写
真
は
８
月
10
日
撮
影
）

　
　工
事
工
程
の
説
明

　
　  

図
１

　
平
成
27
年
９
月
〜
平
成
28
年
６
月

　
渡
り
廊
下
Ｂ
建
築
工
事
（
３
階
で

西
棟
と
中
央
棟
を
つ
な
ぎ
ま
す
）
及

び
旧
本
館
棟
解
体
工
事
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟

と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
棟
の
解
体
工
事
は
終
わ
っ

て
い
ま
す
）

　　　  

図
２

　
平
成
28
年
７
月
〜
12
月

　
仮
設
渡
り
廊
下
設
置
（
利
用
者
様

の
通
路
と
な
り
ま
す
）
及
び
旧
東
棟

解
体
工
事

　　　  

図
３

　
平
成
28
年
12
月
〜
平
成
29
年
５
月

　
渡
り
廊
下
Ａ
建
築
工
事
（
２
階
と

３
階
で
中
央
棟
と
東
棟
を
つ
な
ぎ
ま

す
）、
新
棟
Ａ（
玄
関
棟
）
建
築
工
事

及
び
西
側
用
水
路
蓋
掛
け
工
事
等
外

構
整
備
工
事

　　　  

図
４

　
平
成
29
年
５
月
〜
10
月

　
仮
設
渡
り
廊
下
撤
去
、
東
側
道
路

工
事
、
中
央
棟
改
修
工
事
第
Ⅱ
期
、

そ
の
他
外
構
整
備
工
事

再構築へのあゆみ　13  

今後の工事工程およびスケジュール

図 1

図 2

図 3

図 4
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ホスピタルストリート

→下の段に続く

上の段
　より→
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団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
が
始
ま
り

急
速
に
多
死
社
会
を
迎
え
る
日
本
、

人
生
の
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
。
在

宅
医
療
の
普
及
に
加
え
、
い
ま
国
は

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
実
現
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
」「
そ
の

家
族
が
そ
の
家
族
ら
し
く
」
療
養
生

活
が
出
来
る
援
助
や
患
者
・
家
族
の

暮
ら
し
を
支
え
る
方
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
も
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

の
重
要
な
使
命
で
す
。

「
人
生
の
最
期
を
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
静
か
に
過
ご
し
た
い
」

　
そ
ん
な
願
い
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
医
師
、
病
院
看
護
師
、
訪
問
看

護
、
介
護
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族
と

共
に
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
一
緒
に

悩
み
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

・完全に治したい
・がんを少しで小さく　
　して長生きしたい

外科手術
化学療法
放射線療法

包括的
がん医療

がん治療
がんの治療・縮小を目指す

・痛みなどで苦しみたくない
・苦しみを解ってほしい
・出来れば家で過ごしたい

緩和医療
サイコオンコロジー

緩和ケア
体や心の苦痛を緩和する

・完全に治したい
・がんを少しでも小さく
　して、長生きしたい

・痛みなどで苦しみたくない
・苦しみを解ってほしい
・出来れば家で過ごしたい

　
　

緩
和
医
療
や

　
　緩
和
ケ
ア
に

　
　
　関
す
る
間
違
い

終
末
期
か
ら
行
う
医
療

　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

　の
特
化
技
術

　

　

が
ん
治
療
を
支
え
る
た

　め
の
在
宅
療
養
の
伴
奏

　者
と
し
て
・
・
・

　

リ
ン
パ
浮
腫
と
は
・
・
・

　緩
和
ケ
ア
は
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。
身

体
と
心
の
つ
ら
さ
の
軽
減
が
大

き
な
目
的
で
す
。
体
の
症
状
や

心
の
問
題
に
精
通
し
た
医
師
や

看
護
師
が
ケ
ア
に
あ
た
り
ま

す
。 治
療
と
と
も
に
行
っ
て
い

く
医
療
・
ケ
ア
で
す
。

・
苦
痛
に
対
す
る
症
状
の
緩
和

　（疼
痛
、呼
吸
困
難
、消
化
器
症
状
、

　精
神
症
状
な
ど
）

・
呼
吸
理
学
療
法

・
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ

・
口
腔
ケ
ア

・
エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア

　
特
に
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
に
対
し

て
は
医
療
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
セ
ラ

ピ
ス
ト
か
Ｌ
Ｔ(

リ
ン
パ
浮
腫
療
法

士)

に
よ
り
リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
・

緩
和
が
可
能
で
す
。

　
主
に
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移
や
手

術
な
ど
で
リ
ン
パ
節
を
取
り
除
い
た

後
に
、
リ
ン
パ
液
の
流
れ
が
滞
る
こ

と
で
手
や
脚
に
起
こ
る
浮
腫
（
む
く

み
）
で
が
ん
治
療
に
よ
る
後
遺
症
の

一
つ
で
す
。
日
本
で
は
リ
ン
パ
浮
腫

で
悩
ま
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
が
10
〜

15
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
旦
発
症
す
る
と
一
生
付
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
リ
ン
パ
浮

腫
を
発
症
し
た
患
者
さ
ま
は
『
や
っ

と
辛
い
治
療
を
終
え
た
と
思
っ
た

ら
、
又
、
こ
ん
な
む
く
み
で
悩
む
こ

と
に
な
っ
た･･･

』『
こ
の
症
状
を
理

解
し
て
く
れ
る
場
が
な
い
』
な
ど
と

看護のちから

腎臓内科病棟　吉田真砂子
　私は以前外科病棟に勤務してお
り、多くのがんの患者さんやその
ご家族と接してきました。40 代の
Aさんは、小学生の子供を２人残し、
５年の闘病の末、旅立っていかれ
ました。入院中の彼女は母であり
つづけるために子供の面会を拒み
ました。60 代の B さんは病室で趣
味の絵手紙を描き続け、奥さんに
感謝の言葉と絵手紙を残し旅立た
れました。40 代の C さんは自分で
建てた新居で 1 週間過ごすことが
出来ました。
　私は患者さんやそのご家族の心
に寄り添い看護するために、緩和
ケアに関する研修で多くのことを
学びました。しかしその学びが患
者さんやそのご家族の力になれて
いるのか・・・疑問や不安から、
緩和に関してもっと知識を得たい
と考え、2010 年広島大学大学院付
属緩和ケア認定看護師教育課程で
半年研修を受け、翌年緩和ケア認
定看護師の資格を得ました。
　4 年が経過した現在は、がんの患
者さんと接する事の少ない環境で
はありますが、“いつでもどこでも
緩和ケア “の理念のもと、非がん
の患者さんやご家族にも緩和ケア
が提供できるように日々努力をし
ております。

認定看護師シリーズ⑥ 

緩和ケア認定看護師

現在のがん医療

がん患者の苦痛の緩和
緩
和
医
療
が
得
意
と
す
る
治
療
は
・
・
・

　　　身体的な苦痛
耐えがたい痛み・痛み以外に
体験している様々な症状・身
の回りのことを行うことがつ
らくなってくるなど

　　　社会的な問題
仕事は続けられるのか・経済
的な問題・家庭内の問題・遺
産の問題など

　　　こころの苦しみ
不安な気持ち・イライラする・
孤独に感じる・怒りっぽくなっ
たと感じるなど

自分自身の存在がかき消える
ことへの漠然とした感情

精神的苦痛

身体的苦痛

社会的苦痛
スピリチュアルな苦痛

い
う
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
生
活

を
し
て
い
ま
す
。「
が
ん
治
療
の
後

遺
症
だ
か
ら
仕
方
な
い
・
・
・
」
と

あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
治
療
の
主
治
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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腫
の
治
療
・

緩
和
が
可
能
で
す
。

　
主
に
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移
や
手

術
な
ど
で
リ
ン
パ
節
を
取
り
除
い
た

後
に
、
リ
ン
パ
液
の
流
れ
が
滞
る
こ

と
で
手
や
脚
に
起
こ
る
浮
腫
（
む
く

み
）
で
が
ん
治
療
に
よ
る
後
遺
症
の

一
つ
で
す
。
日
本
で
は
リ
ン
パ
浮
腫

で
悩
ま
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
が
10
〜

15
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
旦
発
症
す
る
と
一
生
付
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
リ
ン
パ
浮

腫
を
発
症
し
た
患
者
さ
ま
は
『
や
っ

と
辛
い
治
療
を
終
え
た
と
思
っ
た

ら
、
又
、
こ
ん
な
む
く
み
で
悩
む
こ

と
に
な
っ
た･･･
』『
こ
の
症
状
を
理

解
し
て
く
れ
る
場
が
な
い
』
な
ど
と

看護のちから

腎臓内科病棟　吉田真砂子
　私は以前外科病棟に勤務してお
り、多くのがんの患者さんやその
ご家族と接してきました。40 代の
Aさんは、小学生の子供を２人残し、
５年の闘病の末、旅立っていかれ
ました。入院中の彼女は母であり
つづけるために子供の面会を拒み
ました。60 代の B さんは病室で趣
味の絵手紙を描き続け、奥さんに
感謝の言葉と絵手紙を残し旅立た
れました。40 代の C さんは自分で
建てた新居で 1 週間過ごすことが
出来ました。
　私は患者さんやそのご家族の心
に寄り添い看護するために、緩和
ケアに関する研修で多くのことを
学びました。しかしその学びが患
者さんやそのご家族の力になれて
いるのか・・・疑問や不安から、
緩和に関してもっと知識を得たい
と考え、2010 年広島大学大学院付
属緩和ケア認定看護師教育課程で
半年研修を受け、翌年緩和ケア認
定看護師の資格を得ました。
　4 年が経過した現在は、がんの患
者さんと接する事の少ない環境で
はありますが、“いつでもどこでも
緩和ケア “の理念のもと、非がん
の患者さんやご家族にも緩和ケア
が提供できるように日々努力をし
ております。

認定看護師シリーズ⑥ 

緩和ケア認定看護師

現在のがん医療

がん患者の苦痛の緩和
緩
和
医
療
が
得
意
と
す
る
治
療
は
・
・
・

　　　身体的な苦痛
耐えがたい痛み・痛み以外に
体験している様々な症状・身
の回りのことを行うことがつ
らくなってくるなど

　　　社会的な問題
仕事は続けられるのか・経済
的な問題・家庭内の問題・遺
産の問題など

　　　こころの苦しみ
不安な気持ち・イライラする・
孤独に感じる・怒りっぽくなっ
たと感じるなど

自分自身の存在がかき消える
ことへの漠然とした感情

精神的苦痛

身体的苦痛

社会的苦痛
スピリチュアルな苦痛

い
う
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
生
活

を
し
て
い
ま
す
。「
が
ん
治
療
の
後

遺
症
だ
か
ら
仕
方
な
い
・
・
・
」
と

あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
治
療
の
主
治
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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新
築
移
転
に
あ
た
り
、
口
腔
外
科
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で

当
院
に
は
無
か
っ
た
歯
科
用
パ
ン
ト
モ

撮
影
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。
５
分
弱

で
撮
影
が
で
き
、
被
曝
も
か
な
り
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
優
れ
た
装
置
で
す
。

歯
列
全
体
を
描
出
し
た
り
、
額
関
節
の

診
断
に
も
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
次
に
、
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置

を
更
新
し
ま
し
た
。
主
に
泌
尿
器
科
で

使
用
さ
れ
、
手
術
室
で
メ
ス
や
内
視
鏡

を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
外
部
か
ら
の

衝
撃
波
で
腎
臓
結
石
を
粉
砕
し
て
自
然

排
泄
さ
せ
る
、
体
に
優
し
い
放
射
線
科

に
唯
一
あ
る
治
療
機
器
で
す
。
当
院
の

医
師
と
看
護
師
が
、
安
全
か
つ
丁
寧
に

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
早
期
退
院
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
更
新
さ
れ
た
放
射
線
機
器
の
残
る
３

台
は
定
番
の
C
T
、
M
R
I
装
置
で
す
。

性
能
が
か
な
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
Ｃ
Ｔ
装
置
が
一
台
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
３
台
体
制
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
検
査
枠
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

救
急
時
な
ど
も
想
定
し
、
で
き
る
だ
け

検
査
の
待
ち
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
規
導
入
さ

れ
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、Ｘ
線
管
球
を
２
台

積
ん
で
お
り
（
車
で
い
う
と
エ
ン
ジ
ン

が
２
つ
あ
る
よ
う
な
感
じ
？
）、
撮
影

知

豆
知
識

つ
て

お
き
た
い

⑧

診
療
放
射
線
科

味
田
　
輝

科
長

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
特
殊
な
検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
２
台
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
一

台
は
３
・
０
Ｔ（
テ
ス
ラ
）
と
い
う
、
従
来
の
１
・

５
Ｔ
の
倍
の
磁
力
を
備
え
た
機
器
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
元
々
、
放
射
線
科
内
に
あ
っ
て
も
放
射
線
被
曝

が
無
い
診
断
機
器
で
あ
る
た
め
、
重
宝
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
性
能
が
上
が
っ
た
分
、
画
像
描
出
が
鮮
明
に

な
り
、
ま
た
特
殊
な
診
断
検
査
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
も
う
１
台
の
１
・
５
Ｔ 
Ｍ

Ｒ
Ｉ
も
従
来
の
磁
力
は
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
、
現
在
の

医
療
診
断
環
境
に
あ
っ
た
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
仕
様

の
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
体
内
に
金
属
が
あ
る
た

め
３
・
０
Ｔ
で
は
検
査
に
よ
る
や
け
ど
等
の
不
安
が

あ
る
患
者
様
に
は
、
１
・
５
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
安
心
し

て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ち
ら
も
２
台
と
も
性
能
が
上
が
っ
た
分
、
予
約
枠
を

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
移
転
で
、
様
々
な
放
射
線
医
療
機
器
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、使
用
す
る
の
は
放
射
線
技
師（
結

石
破
砕
装
置
は
医
師
が
操
作
）
で
す
。
ど
ん
な
に
良

い
機
械
で
も
、
使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐

れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
々
の
研
鑽
は
も
と
よ

り
、
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
検

査
の
内
容
や
Ｘ
線
被
曝
な
ど
疑
問
に
思
わ
れ
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
放
射
線
科
ス
タ
ッ
フ
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。
患
者
様
一
人
ひ
と
り
の
安
心
・
安
全
な

医
療
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

知っておきたい豆知識　診療放射線科⑧

　新棟への移転が終わり、早 5 ヶ月

が経とうとしています。放射線科には

大型医療機器がずらりと並んでいるた

め、順序良く移転するのにあたり、患

者様には大変ご迷惑をおかけし申し訳

ありませんでした。その甲斐があり、

無事移転を完了することができまし

た。心より感謝申し上げます。

新
し
い    
放
射
線
診
断
機
器   

に
つ
い
て
の
お
話

歯科用パントモ撮影装置

パノラマ写真

体外衝撃波結石破砕装置3.0Ｔ（テスラ）ＭＲＩ装置 新型ＣＴ装置

下肢の血管を造影剤無しで抽出→

↓頭部の神経を抽出したMRI 画像

撮影スピードを生かした
心臓バイパス術後の冠動
脈画像　↓

腎結石の CT 画像解析処
理後（結石の成分分析
も可能）　　↓

腎結石の CT画像解析処
理後（体全体の位置関
係画像）　↓

２つの X線管球のエネル
ギーの差を利用して解析
した肺塞栓の CT画像↓

撮影スピードを生かした
心臓バイパス術後の冠動
脈画像↓

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
家
に
引
越
し
を
し
た

ら
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
家
具
が
ほ
し
い
な
」「
テ
レ

ビ
も
こ
の
部
屋
に
は
大
き
い
も
の
が
合
う
よ
ね
」

な
ん
て
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
　
建
物
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
当
然
新
し
い
モ
ノ
が
欲
し
く
な
り

ま
す
。
病
院
も
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
医
療
機
器

は
大
変
高
価
な
も
の
で
す
か
ら
、
簡
単
に
「
新
し

い
も
の
が
欲
し
い
ね
。
買
い
換
え
よ
う
」
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
計
画
的
に
そ
ろ
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
当
院
で
は
今
回
の
移
転
ま
で
従
来
の
機
器
を
維

持
し
、
移
転
に
合
わ
せ
て
最
新
の
機
器
に
更
新
し

ま
し
た
。
当
然
、
従
来
か
ら
あ
る
使
え
る
機
器
は

引
越
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
の
移
転
に
伴
い
、
放
射
線
科
で
は
計
５
台

の
医
療
機
器
を
新
設
・
更
新
し
ま
し
た
の
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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心臓バイパス術後の冠動
脈画像　↓

腎結石の CT 画像解析処
理後（結石の成分分析
も可能）　　↓

腎結石の CT画像解析処
理後（体全体の位置関
係画像）　↓

２つの X線管球のエネル
ギーの差を利用して解析
した肺塞栓の CT画像↓

撮影スピードを生かした
心臓バイパス術後の冠動
脈画像↓

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
家
に
引
越
し
を
し
た

ら
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
家
具
が
ほ
し
い
な
」「
テ
レ

ビ
も
こ
の
部
屋
に
は
大
き
い
も
の
が
合
う
よ
ね
」

な
ん
て
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
　
建
物
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
当
然
新
し
い
モ
ノ
が
欲
し
く
な
り

ま
す
。
病
院
も
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
医
療
機
器

は
大
変
高
価
な
も
の
で
す
か
ら
、
簡
単
に
「
新
し

い
も
の
が
欲
し
い
ね
。
買
い
換
え
よ
う
」
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
計
画
的
に
そ
ろ
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
当
院
で
は
今
回
の
移
転
ま
で
従
来
の
機
器
を
維

持
し
、
移
転
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合
わ
せ
て
最
新
の
機
器
に
更
新
し

ま
し
た
。
当
然
、
従
来
か
ら
あ
る
使
え
る
機
器
は

引
越
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
の
移
転
に
伴
い
、
放
射
線
科
で
は
計
５
台

の
医
療
機
器
を
新
設
・
更
新
し
ま
し
た
の
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　亜鉛の主な働き
・遺伝子を分裂させ、体の成長を助ける
・約 200 種類の酵素の合成に関与する
・中枢神経系、味覚、皮膚などの機能を維持する
・インスリンの合成に関与し血糖の調節を助ける
・コラーゲンの合成に関与し、肌の健康を保つ

亜鉛が不足してしまうと起こる症状
・味覚障害、免疫力の低下、発育不全、
　創傷治療の遅延などの症状が起こります。

1 日の亜鉛の摂取推奨量 (mg/ 日 ) ( 日本人の食事摂取基準 2015 年版より )

・成人男性：10mg　・成人女性：8mg
・成人の体内には約 2ｇ蓄えられています。
　しかし 1 日に 5mg 排出されてしまいます。

鉛亜 治療食
シリーズ紹介レシピ

①

紹介レシピ
②

牛肉とパプリカのオイスターソース炒め

ブロッコリーのカニあんかけ
●材料（２人分）
　・ブロッコリー　　　1 株
　・かにあん
　　かに缶詰 :50g、卵 :1 個、塩 : 少々、こしょう : 少々
　　生姜 : 少々、油 : 大さじ 1
　・ａ　
　　顆粒鶏ガラだし : 小さじ 1、酒 : 小さじ 1

●栄養価（1 人分） 
　熱量：154kcal  　たんぱく質：15.2ｇ　塩分：1.6ｇ　亜鉛 :3.0mg　
 担当：栄養士　池田逸生

19

●栄養価（1 人分）
　熱量 :256kcal 　たんぱく質 :11.4g    塩分 :1.9g　亜鉛 :2.0mg

亜鉛
Zn

Zn

Zn

亜鉛は、私たち人
間のからだにも微量ながら

含まれており、鉄や銅などととも
に、生体内必須微量元素とよばれま
す。亜鉛は、その欠乏によって、ちょっ
とした異常や病気をひきおこすことが
知られています。亜鉛は、私たちの体
内でつくることはできません。い
ろいろな食品から摂取するこ
とが必要です。

●作り方　
　①ブロッコリーは小房に分ける。生姜はすりおろす。
　②沸騰したお湯でブロッコリーを茹で、水気を切ってお皿にのせる。
　③卵を溶き、塩、こしょうを振って混ぜる。
　④フライパンに油とすりおろした生姜を入れて火にかけ、香りが
　　広がったら③の卵を加えて a と、ほぐしたカニを混ぜる。
　⑤とろみがついたら火を消して②で盛ったブロッコリーにかける。

●材料（２人分）
　・牛こま切れ肉        　　  100g
　・ａ　　醤油、酒、油　    各小さじ 1　　　　
　・赤パプリカ　　　　        40g
　・黄パプリカ　　　         　40g
　・ピーマン　　　　　　   20g
　・じゃがいも　　　　　 100g
　・油　　　　　　　　 　大さじ 1
　・酒　　　　　　　　　 大さじ 1
　・オイスターソース　　 大さじ 1 と 1/2
　・こしょう　　　　　　 少々

●作り方
①牛肉は大きい物は切り a と一緒に混ぜる。パプ
　リカとピーマンは太めにスライスする。じゃが
　いもは拍子切りにする。
②フライパンに油を入れ、中火で熱したら①の肉
　を入れて炒める。色が変わったらじゃがいも、
　酒を加えてじゃがいもに火が通るまで炒める。
③じゃがいもに火が通ったら、パプリカ、ピーマ
　ンを加えてさっと炒め、オイスターソース、こ
　しょうを加えお皿に盛る。

①亜鉛の吸収を高めてくれる食材と一緒に摂りましょう
　・動物性たんぱく質　( 牛肉などの肉類、貝などの魚介類、卵など )
　・クエン酸　( 柑橘類、梅、酢など )
　・ビタミン C　( ピーマン、キウイフルーツ、ブロッコリーなど )

②亜鉛の吸収を阻害してしまう食材と一緒に食べるのは気をつけましょう
　・フィチン酸 ( 玄米、豆など ) 
　・シュウ酸 ( ほうれん草、紅茶など )
　・食物繊維 ( 海藻など )

③亜鉛を多く含む食材を積極的に摂りましょう (100ｇあたりの含有量 )
　・牡蠣　　　　　13.2mg　　   　・卵黄　　　　　　　　4.2mg
　・豚レバー　　  　6.9mg        　　・タラバガニ　　　　　4.2mg
　・牛肉　　　　  　4.3mg　　　　・パルメザンチーズ　　7.3mg

④加工食品・アルコールの摂り過ぎ、ストレスには注意しましょう。
　　インスタント食品の様な加工食品には、亜鉛と結合して吸収を阻害するものがあります。
　また、アルコールの飲み過ぎは分解するために亜鉛が多く消費されてしまいます。
　　体にストレスが加わることでも、亜鉛の消費が多くなります。

◆主食・主菜・副菜がそろったバランスいい食事を心がけて、亜鉛の不足にならな
　いように気をつけましょう。

亜鉛の不足を予防するポイント
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　菅谷東クリニックとぐらクリニック
院長　菅谷 陽一　先生院長　髙澤 尚能　先生

　当クリニックは千曲市粟佐の国道 18 号沿いにあ
ります。デニーズと千曲警察署の間です。院長の専
門は「内科」です。大学病院では「腎臓内科」を専
門に学んできました。現在、篠ノ井総合病院透析室
の非常勤医師として、金曜日の午後に勤務させて頂
いております。平成 13 年（2001 年）大学病院か
ら当地に戻り、父、菅谷健彦と一緒に仕事をするよ
うになりました。開業医として、多くの患者さんか
ら学ばせて頂き、尊敬する師匠との出会いがあり、

「漢方」と「認知症」分野でも、少しずつお役に立
つことができる様になってきました。漢方は、傷寒
論 ( しょうかんろん )、金匱要略 ( きんきようりゃく )
の 2 大原典を大切にし、患者さんの訴えをじっく
りと解きほぐしていきます。認知症は、名古屋の河
野和彦先生が確立された「コウノメソッド」の登録
医です。現実的で、少し泥臭いメソッドを実践して
おります。これら素晴らしい教えを、少しでもお役
に立てたいと、日々奮闘中です。

　「とぐらクリニック」は昭和 46 年に開設された
「柳澤医院」を平成 18 年 4 月に改称・継承して誕
生しました。しなの鉄道戸倉駅からほど近い国道
18 号線沿いにあります。患者さん方に少しでも
安心を感じていただけるように内外装を緑色に統
一しました。
　院長の専門が脳神経外科ですので脳疾患を中心
に診療しており、その予防のため生活習慣病の適
切な治療・管理を行っております。頭痛やめまい
は脳の病気が心配になる症状です。MRI を受診当
日に行って原因を詳しく説明しており、脳腫瘍が
みつかって厚生連篠ノ井総合病院に紹介させてい
ただく患者さんもいらっしゃいます。また、認知
症にも積極的に取り組んでおりますのでご相談下
さい。スタッフ一同、笑顔で丁寧な診療に心がけ
ておりますので安心してご来院下さい。

診療科目：内科、外科
診療時間：午前 8:30 ～ 12:00  　午後 3:00 ～ 5:30
　　　　　（外科の診療のみ火～木・土 9:30 ～ 11:00）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日、金曜日
〒387-0006　長野県千曲市粟佐 1552
TEL.026-272-0493

診療科目：脳神経外科、外科、内科
診察時間：午前 8:45 ～ 12:30
　　　　　午後 3:00 ～ 6:00
休 診 日 ：  日曜日、祝祭日、木曜・土曜午後、
〒389-0804　長野県千曲市戸倉 1672-2
TEL.026-275-0405
FAX.026-275-0507

たかさわ　   ひさよし すげのや　よういち

すげのやひがし

　　　topics
7月～ 9月　主な出来事

topics　7 月～ 9月　主な出来事
病
院
祭
「
あ
い
ま
つ
り
」開
催
し
ま
し
た

大
勢
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　第 18回病院祭「あいまつり」は、新棟オープン
の関係で、例年より３ヶ月遅れで開催となりまし
た。今回は新しい本館棟での初開催となりました。
　新しい会場で成功するか心配でしたが、お陰様
で盛大に病院祭を開催する事ができました。ご来
場いただいた皆様、ありがとうございました。

特
別
講
演

　大
棟
耕
介
氏
「
ホ
ス
ピ

タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
が
伝
え
る
感
動
と

笑
顔
」
〜
す
べ
て
の
人
の
笑
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が
見

た
い
！
〜

講
演
１
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「
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な
に
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ろ
」
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演
２
「
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も
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て
産
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育

て
ら
れ
る
た
め
に
」
下
村
助
産
師
　

救急蘇生コーナー↑
計測コーナー　→

更級歯科医師会↓

会場内でも大人気の大棟さん

白衣に着替えて！ハイポーズ！

オープニングのくす玉割り！

ホスピタル・
ストリート広場

職員による模擬店も大盛況　↑

病院祭は好天に恵まれ駐車
場のふわふわも大人気！↓

医
療
展
→

恒
例
バ
ザ
ー
←

厚
生
連
の
う
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ご
え

ち
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ど
ん
の
皆
さ
ん
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母
子
医
療
お
よ
び
救
急
医
療
の
充
実

　
　~

地
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が
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要
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基
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　高校生１日看護師体験を７
月 30 日と 8 月 6 日の 2 日開
催しました。
　1 回目は 25 名、2 回目は
24 名と総勢 49 名の地元高校
生が参加しました。
特に最近は男子の参加が増え
ています。当院でも男性看護
師が年々増えており活躍して

います。
　憧れの白衣に袖を通した高校生は、記念撮影
をした後早速グループに別れ病棟で看護師業務
を体験しました。午後は病院見学を行いました。
まだ新しい病院内を緊張しながら見学していま
した。
　参加した高校生に話を聞くと、「小さい頃から
看護師になることを目指していました。」といっ
た声が聞かれました。今回参加してくれた高校
生の皆さんが将来看護師になり地元で活躍する
ことを願っています。

　カンボジアの若手助産師 14 名が国際
協力機構（JICA）の青年研修プログラ
ム「カンボジア母子医療保健実施管理
コース」の一環で来院されました。
約２週間ほど日本に滞在し、日本の母子
保健医療を学ぶそうです。
　当院では地域周産期母子医療センター
を中心に院内を見学しました。その後、
木村院長より戦後から現在までの日本の
産科医療について講義をうけました。講
義では日本とカンボジアの産科医療の違
いについて質問が飛び交いました。参加
した研修生は有意義な時間を過ごせたと
喜んでいました。他国の医療情勢を学ぶ
ことが出来、当院スタッフも勉強になり
ました。

7/6 カンボジアの助産師が当院を見学

㈱本久さまより寄付を頂きました

9/10 新棟で初の防災訓練実施

熱心に看護師の仕事を見学する高校生模擬患者の避難訓練

制服に着替え記念撮影をしました

来院した研修生と記念撮影

当院の施設を見学し説明を受ける研修生

　㈱本久様より、昨年度に引き続き、今年度
も寄付をいただきました。
　近年、長野県では自然災害が多発しており、
また新棟完成により災害に強い病院となった
ため装備の充実を図るため、災害時などに使
用可能な大型テントを購入させていただきま
した。
　災害ではありませんが、さっそく病院横の
公園で開催されたリレー･フォー･ライフの際
に使用させていただきました。

　がん患者支援チャリティイベントである
リレー・フォー・ライフ 2015 信州長野に
参加しました。これは、がん患者さんとそ
のご家族と一緒に交代しながら夜通し 24
時間歩いて、勇気と希望を分かち合うチャ
リティーイベントです。今年は会場が病院
に隣接する篠ノ井中央公園に移されたこと
もあり、当院からも院長はじめ大勢のス
タッフが参加しました。
　陽が落ちてからはルミナリ
エと言う紙袋に願いを書いた
明かりが幻想的に灯り、夜通
し歩く参加者を勇気づけてい
ました。

　新棟（本館棟）で初の防災訓
練を実施しました。大地震およ
び火災が発生した想定で、全病
棟で避難経路を確認しながらの
実施となりました。全館放送の
聞こえ方やハンディ無線機の電
波の通り具合など、多方面に渡っ
て訓練を行いました。また、篠
ノ井消防署の隊員の皆さんにも
ご参加いただき、新棟での初避
難訓練は有意義に終了すること
ができました。

オープニング・ウォークで大会旗を持つ木村院長

テントの前に集合した病院スタッフ
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9/12 リレー・フォー・ライフに参加しました

7/30、8/6 高校生が一日看護師体験
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